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平成 9年 3月 末の動燃「アスファルト固化処理施設における火災 。爆発事故に伴う環境
モニタリング結果について」の報告書の要約

放射線管理に関する総括的結果

1.作業者の放射性物質の吸入
。放射性物質の吸入の検出 → 合計 112名の作業員中37名 に微量の放射性物質を検出
。作業者の摂取量 → 最大の人でも0.03mSv(自 然放射線の約 11日 分)で、法令に定める基
準値以下 (137c s:年摂取限度の約 2100分 の 1)。 これによる預託線量当量はいずれも記録レ
ベル (2mSv)未 満

・線量レベルの比較 → 胸のX線写真 (1回 あたり約 0.3ミ リシーベルト)の約 10分の 1。 胃の
透視 (1検査あたり4ミ リシーベル ト)の約 130分の 1

2.第 1付属排気筒からの放射性物質の放出
.1291の週間放出量が 2.0× 10~3GBq → 3ヶ月の放出基準の約 0.4%
。α放射能の週間平均濃度が 1.0× 10-9B q/c m3 → 3ヶ月の放出基準の約 5%
・βγ放射能の週間平均濃度が4.3× 10~6B q/c m3 → 3ヶ 月の放出基準の約4%

3.第 3低放射性廃液蒸発処理施設の局所排気からの放出
・βγ放射能の 3ヶ 月平均濃度換算値が3.9× 10~8Bq/c m3 → 放出基準の約 0.4%

4.環境放射能調査
。ほとんどの環境試料 → 平常の変動範囲内。ただし、爆発事故直後にアスファル ト固化処理施設近
傍で採取した大気浮遊じん*、 雨水排水溝の水*及び土壌試料**の一部に事故の影響を検出
。大洗と水戸で大気浮遊じんからセシウムが検出 → その濃度を 1週間吸い続けたとしても自然環境
から1年間に受ける線量 (約 lmsv)の 1千万分の 1～百万分の 1程度

・環境放射能調査結果は、 3月 31日 の環境放射線モニタリング中央評価専門部会に報告済み

5。 その他
・施設内の状況 → セル内の空間線量当量率のこれまでの最大値は 1,7mSv/h
。3月 28日 には当初設定した一時管理区域を全面的に解除
。モニタリング・ポス ト (村内 3ヶ 所、動燃内 8ヶ 所、ほかに県 2ヶ所)の うち、動燃内 lヶ所を除き、
異常値なし

注)

* アスファル ト固化処理施設近傍で採取した大気浮遊じん及び雨水排水溝の水から事故の影響と考え
られるセシウムが検出されているが、短期間の変動であることから線量評価の観点からは影響はな
かった

**アスファル ト固化処理施設近傍で採取した土壌から事故の影響と考えられるセシウム (134c s)
及びプル トニウム (238Pu)が検出されているが、Pu全体の量としては平常の変動範囲内の値
であった。
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核実験実施回数

米 国 ソ連/ロシアイギリス フランス 中 国 インド  計
年 大 地 大 地 大 地 大 地 大 地 大 地
1945   3   ・    ・   ・    ・   ・    ●   ●    ●   ●    ●   ・     3
1946   2   ・    ‐   ・    。   ・    ●        ●   ●
1947   ・   ・    ・   o    ・   ●    ●   ●    ●   ●
1948   3   ・    ・   o    o   ・    0   ●    0   こ
1949   ・   ・   1   ・    ・   ・   ・   ・   ・   ‐
1950   o   ・    ‐   ・    ・   ・    ・   ・     ̈  ・
1951   15   1    2   ・    ・   ・    ・   ・    ・   ‐
1952   10   ・    ・   o    l   ・    ・   ‐    ・   ・
1953   11   ・    5   ・    2   ・    ‐   ・    ・   ・
1954   6   ・   10   o    ・   ・    ・   ・    ・   ・
1955   17   1    6   ・    ・    ・    ・    ・    ●    ●
1956   18   ・    9   ‐    6   ・    ・   ・    ・   ・
1957   27   5   16   ・    7   ・    ・    ・    ・    ・
1958   62  15   34   ‐    5   ・    ・   ・     ̈  ‐
1959   ・   ‐    ‐   ‐    ・   ・    ・   ・    ・   ‐
1960   ・   ・    ・   ・    ・   ・    3   ・    ・   ・
1961    ‐   10   58   1    ・   ・    1   1    ・   ・
1962   39  57   78   1    ・   2    ・   1    ・   ・
1963   4  43   ・   ・    o   ・    ‐   3    ・   ・
1964   ・  45   ・   9   ‐   2   ‐   3   1   ・
1965    ・   38    ‐   14    ・    1    ・   4    1    ・
1966   ・   48   ・   18   ・   ・    6   1    3   ・
1967   ・   42   ・   17   ・   ・    3   ‐    2   ・
1968   ・   56   ・   17   ・   ・    5   ・    1   ・
1969   ・   46   ‐   19   ・   ・    ‐   ・    1   1
1970   ・   39   ・   16   ‐   ・    8   ・    1   ・
1971   ‐  24   ‐   23   ・   ・    5   ・    1   ・
1972    ・   27    ・   24    ・    ・    4   ・    2   ・
1973    ・   24   ・   17   ‐   ・    6   ・    1   ・
1974   ‐   22   Ⅲ   21    ・   1    9   ・    1   ・
1975    ・   22    ・   19    ・    ・    ・   2    ・   1
1976   ‐   20   ・   21    ・   1    ‐   5    3   1
1977   ・   20   ・   24   ・   ・    ‐   9    1   ・
1978   ・   19   ‐   31    ・   2    ‐   11   2   1
1979   ・   15   ‐   31   ・   1    ‐   10   1   ・
1980   ・   14   ‐   24   ・   3    ・   12   1   ‐
1981    ・   16   ・   21   ‐   1    ‐   12   ・   ・
1982   ・   18   ・   19   ・   1    ・   10   ・   1
1983    ・   18    ・   25    ・    1    ‐   9    ・   2
1984    ・   18    ・   27    ・   2    ・   8    ・   2
1985    ・   17   ・   10   ・   1    ・   8    ・   ・
1986   ・   14   ‐   ・    ・   1    ・   8    ・   ‐
1987   ‐   14   ・   23   ・   1    ・   8    ・   1
1988   ・   15   ・   16   ‐   ・    ・   3    ・   1
1989   ・   11   ・   7    ・   1    ・   9    ・   ・

・      1

。   .    .   ・    ・   2    ・   ‐
.   .    ・   5    ・   2    ・   ・

・   ・     2
● ●  0
・   ・     3
●    ‐      1
・   ・    0
‐   ・     18
‐   ・     11
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54

“58
54
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8
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大=大気中 地=地下 ストックホルム国際平和研究所年鑑(1"5年 )等より



Ｘ
線
の
発
見
か
ら
今
日
ま
で
（主
な
で
き
ご
と
）

一八
九
五
年

【海
外
】
Ｘ
線
の
発
見

一九
二
四
年

【国
内
】
こ
の
間
日
本
で
も
数
基
の
加
速
器
建
設
（台
北
大
学
、
大
阪
大
学
、
理
化
学
研
究
所
等
）

【海
外
】
人
工
放
射
能
（仏
キ
ュリ
ー
博
士
）

一九
二
八
年

【海
外
】
ウ
ラ
ン
の
核
分
裂
現
象
発
見
（独
ハ
ー
ン
等
、
十
二
月
二
十
二
日
）

一九
二
九
年

【国
内
】
核
分
裂
の
追
試
（理
化
学
研
究
所
、
京
都
大
学
等
）

【海
外
】
初
の
原
子
炉
特
許
発
効
（仏
キ
ュリ
ー
）

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
米
大
統
領
に
原
爆
着
手
を
勧
告

一九
四
一年

【国
内
】
太
平
洋
戦
争
始
ま
る
（十
二
月
八
日
）

【海
外
】
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
発
見
（米
シ
ー
ボ
ル
グ
）

一九
四
一一年

【海
外
】
初
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
分
離
（米
）

初
の
原
子
炉
Ｃ
Ｐ
ｌ
完
成
（米
、
フ
ェ
ル
ミ
等
）

一九
四
三
年

ア」』醐韓淋貯膨り朴気二”」一疑聯牢ゥラン濃縮工場建設に着エ

【国
内
】
広
島
に
原
爆
投
下
（ウ
ラ
ン
型
、
八
月
六
日
）

長
綺
に
原
爆
投
下
（ブ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
、
八
月
九
日
）

計輝
施
鍔
脚
製
肇誌
舞
究０１

わ靭鷲Ｚ
男編襲電期趨誡交棲簡委曇、こを雫

・を・聟鰐彎
ぽ
要
挙琴加運に巽

【海
外
】
国
連
総
会
、
核
兵
器
国
際
管
理
の
審
議
の
委
員
会
設
置
決
餞

ソ
連
、
初
の
原
子
炉
Ｆ
Ｓ
Ｒ
完
成

米
、
広
島
に
傷
害
調
査
委
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
設
置
を
決
定

一九
四
七
年
核
実
験
な
し

【国
内
】
極
東
委
、
日
本
の
原
子
力
研
究
を
禁
止

【海
外
】
米
、
原
子
力
計
画
を
文
民
管
理
に
移
行
（リ
リ
エ
ン
ソ
ー
ル
委
員
長
）

加
、
研
究
炉
完
成

一九
四
八
年
核
実
験
、
大
気
中
３

【海
外
】
国
連
で
の
核
兵
器
国
際
管
理
の
交
渉
、
行
き
詰
ま
る

仏
、
初
の
原
子
炉
Ｅ
Ｌ
ｌ
完
成

一九
四
九
年
核
実
験
、
大
気
中
１

【国
内
】
日
本
学
術
会
議
、
発
足

【海
外
】
ソ
連
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
型
研
究
炉
を
完
成
（２
５
０
０
ｋ
Ｗ
）

国
連
原
子
力
委
、
審
織
を
打
ち
切
り

ソ
連
、
初
の
原
爆
実
験
（プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
、
八
月
二
十
九
日
）

一九
五
〇
年
核
実
験
な
し

【国
内
】
米
か
ら
の
研
究
用
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
到
着
（理
研
仁
科
研
、
四
月
）

【海
外
】
米
大
統
領
、
水
爆
製
造
を
指
令
（
一月
）

米
上
院
、
原
子
力
潜
水
艦
の
製
造
承
認

朝
鮮
戦
争
起
こ
ろ
（六
月
）

英
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉
に
着
手

一九
五
一年
核
実
験
、
大
気
中
１７
ヽ
地
下
１
、
計
１８
回

【国
内
】
伏
見
氏
、
講
和
条
約
に
平
和
研
究
禁
止
含
ま
れ
な
い
よ
う
書
告

民
間
貿
易
に
よ
る
初
の
ア
イ
ツ
ト
ー
プ
到
着

日
本
放
射
性
同
位
元
素
協
会
（放
同
協
）
の
設
立
、
五
月

【海
外
】
ソ
連
、
２
回
日
、
３
回
目
の
核
実
験

米
、
各
種
の
原
爆
実
験
、
合
計
“
回

米
、
世
界
初
の
原
子
力
発
電
（高
速
炉
Ｅ
Ｂ
Ｒ
ｌ
、
熱
出
カ
ー
４
０
０
ｋ
Ｗ
）
十
二
月
二
十
九
日

一九
五
二
年
核
実
験
、
大
気
中
Ｈ

【国
内
】
茅
・伏
見
提
案
（原
子
力
委
設
置
を
政
府
に
提
案
の
可
否
を
審
議
）
学
術
会
議
で
否
決
。
武
谷
氏
、

原
子
力
平
和
利
用
開
発
三
原
則
（民
主
。自
主
・公
開
）
を
提
唱

大
阪
大
学
、
京
都
大
学
、
理
化
学
研
究
所
で
加
速
器
建
設
の
着
手

【海
外
】
英
、
初
の
原
爆
実
験
、
十
月
二
日

米
、
初
の
水
爆
実
験
、
十
月
〜
十
一月
ヽ
２
回

一九
五
三
年
核
実
験
、
大
気
中
１８

【国
内
】
学
術
会
議
、
原
子
力
問
題
の
第
二
九
委
の
設
置
を
決
定

電
力
経
済
研
、
原
子
力
発
電
調
査
の
新
エ
ネ
委
を
設
置

理
研
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
生
産
開
始
（放
同
協
に
よ
る
国
内
頒
布
）

【海
外
】
英
、
原
子
力
発
電
計
画
を
発
表

米
、
原
子
カ
ス
パ
イ
容
疑
で
死
刑
執
行

ソ
連
、
乾
式
水
爆
の
実
験
（八
月
十
二
日
）



米
国
原
子
力
産
業
会
路
の
発
足

米
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
大
統
領
、
国
連
演
説
で
平
和
利
用
促
造
と
国
際
管
理
を
提
唱

一九
五
四
年
核
実
験
、
大
気
中
１６

【国
内
】
学
術
会
議
、
原
子
力
是
非
を
聞
う
公
聴
会
（二
月
二
十
七
日
）

第
五
福
竜
丸
、
米
ピ
キ
ニ
水
爆
実
験
に
よ
り
被
災
（二
月
一日
）

三
党
、
二
億
二
五
〇
〇
万
円
の
原
子
炉
予
算
を
突
如
提
出
（二
月
二
日
）、
四
月
二
日
成
立

学
衡
会
議
、
平
和
利
用
着
手
の
条
件
と
し
て
自
主
・民
主
・公
開
の
三
原
則
を
決
め
る

核
兵
器
と
実
験
禁
止
へ
の
世
論
高
ま
る

着
手
研
究
者
、
雑
誌
「原
子
力
」
創
刊
（翌
年
ま
で
）

電
中
研
、
資
料
調
査
会
設
置
（後
に
原
産
に
統
合
）

初
の
海
外
原
子
力
調
査
団
出
発
（翌
二
月
帰
国
）

【海
外
】
米
、
世
界
最
初
の
原
子
力
潜
水
艦
を
進
水

米
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
乾
式
水
爆
の
実
験

ソ
連
、
世
界
最
初
の
実
規
模
原
子
力
発
電
所

欧
州
原
子
力
協
会
結
成
、
英
仏
ほ
か
７
カ
国
．

米
原
子
力
学
会
設
立

国
連
総
会
、
国
際
原
子
力
機
関
設
立
と
平
和
利
用
国
際
会
議
開
催
を
満
場
一致
で
採
択

学
界
の
警
戒
論
な
ど
で
紛
糾

米
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
に
原
子
炉
学
校
開
設

一九
五
五
年
核
実
験
、
大
気
中
”
、
地
下
１
、
計
Ｚ
回

【国
内
】
米
政
府
か
ら
濃
縮
ウ
ラ
ン
供
与
申
し
入
れ
問
題
表
面
化
、

経
団
連
、
「原
子
力
平
和
利
用
懇
」
設
置
（四
月
）

内
閣
の
「平
和
利
用
準
備
調
査
会
（準
備
調
と
濃
縮
ウ
ラ
ン
受
け
入
れ
決
め
る
（五
月
）

日
米
原
子
力
研
究
協
定
交
渉
（十
一月
調
印
、
十
二
月
発
効
）

「準
備
調
」
米
の
供
与
受
け
入
れ
の
た
め
原
研
を
急
ぎ
財
団
法
人
で
設
立
方
針
決
め
る
（十
一月
設
立
）

「準
備
調
」
２
基
の
研
究
炉
の
購
入
、
１
基
の
国
産
炉
方
針

原
子
力
三
法
（三
原
則
の
基
本
法
、
委
員
会
設
置
法
、
原
子
力
局
設
置
法
）
と
日
米
研
究
協
定
国
会
通
過

（十
二
月
十
四
日
）

【海
外
】
米
ソ
、
競
っ
て
勢
力
日
の
国
々
と
原
子
力
協
定
を
締
結

世
界
最
初
の
原
潜
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
初
航
海

英
、
研
究
炉
輸
出
０ア
ン
マ
ー
ク
）

ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
原
子
力
会
議
開
催

ラ
ッ
セ
ル
・
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
、
原
水
爆
戦
争
の
危
険
を
各
国
首
脳
に
警
告
（七
月
九
日
）

田
連
主
催
第
一回
原
子
力
平
和
利
用
国
際
会
議
（ジ
ュネ
ー
プ
、
八
月
八
〜
二
十
日
）

国
連
総
会
、
国
際
原
子
力
機
関
と
放
射
線
影
響
科
学
委
員
会
の
設
置
を
決
餞

一九
五
六
年
核
実
験
、
大
気
中
３３

【国
内
】
原
子
力
委
員
会
、
日
本
原
子
力
研
究
所
、
原
子
燃
料
公
社
、
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
、科
学
技
術
庁

な
ど
相
次
ぎ
発
足

民
間
で
も
日
本
原
子
力
産
業
会
議
等
の
団
体
の
設
立
や
業
界
情
報
誌
（ア
ト
ム
、
原
通
）
の
発
刊
な
ど
相

次
ぐ
、
民
間
企
業
グ
ル
ー
プ
化
も
始
ま
る

原
子
力
船
計
画
も
浮
上

英
国
か
ら
の
発
電
炉
輸
入
が
具
体
化

原
研
の
敷
地
、
東
海
村
に
決
定

第
一回
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
会
議
（原
産
、
放
同
協
、
毎
日
新
聞
社
共
催
）

海
外
調
査
団
派
遣
（国
会
、
政
府
、
原
産
）
始
ま
る

【海
外
】
英
国
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
ー
ル
発
電
１
号
炉
運
転
開
始
（五
月
）

国
際
原
子
力
機
関
発
足
、
十
月
二
十
六
日
（の
ち
日
本
「原
子
力
の
日
」
と
す
る
）

一九
五
七
年
核
実
験
、
大
気
中
５０
、
地
下
５
、
計
５５
回

【国
内
】
第
一原
子
カ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一月
）

湯
川
氏
、
病
気
を
理
由
に
原
子
力
委
員
を
辞
任

原
研
、
研
究
炉
１
号
Ｊ
Ｒ
Ｒ
ｌ
臨
界

原
子
力
委
、
発
電
炉
開
発
長
期
計
画
を
発
表

日
本
原
子
力
発
電
伸
、
官
民
で
設
立

【海
外
】
英
、
初
の
水
爆
実
験

米
、
第
１
号
Ｐ
Ｗ
Ｒ
運
転
開
始
、
第
１
号
Ｂ
Ｗ
Ｒ
建
設
開
始

米
、
原
子
力
災
客
国
家
補
償
法
公
布

英
、
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
炉
で
事
故

一九
五
八
年
核
実
験
、
大
気
中
‐０‐
、
地
下
１５
、
計
‐１６
回

【国
内
】
発
電
炉
の
早
期
導
入
に
慎
重
論
（物
理
学
者
な
ど
）

日
英
。日
米
動
力
協
定
調
印
盆
ハ月
）

災
害
補
償
問
題
、
協
定
の
免
責
条
項
が
固
有
問
題
と
の
関
連
で
論
議

放
射
線
障
害
防
止
法
施
行
（四
月
）
放
射
線
審
議
会
設
置

原
子
力
委
に
核
融
合
専
門
部
会
、
原
産
に
原
子
力
船
懇
な
ど
設
置

【海
外
】
核
実
験
続
き
（こ
の
年
ま
で
に
米
英
ソ
で
合
計
２
８
０
回
）
国
際
批
判
高
ま
る

国
連
科
学
委
「影
響
。最
終
報
告
」
八
月

西
独
、
ス
イ
ス
等
で
核
武
装
綸

ュ
ー
ラ
ト
ム
条
約
発
効
（
一月
）

欧
州
原
子
力
機
関
（Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ａ
）
発
足

第
２
回
ジ
ュネ
ー
プ
会
議

一九
五
九
年
核
実
験
な
し

【国
内
】
日
本
原
子
力
学
会
、
発
足

通
産
省
、
原
子
力
審
議
官
お
く

原
産
の
地
方
懇
、
出
揃
う
（関
西
、
中
部
、
東
北
、
茨
城
）

【海
外
】
米
ソ
、
原
子
力
船
、
砕
水
船
を
試
運
転



核
実
験
問
題
を
め
ぐ
り
、
米
ソ
の
駆
け
引
き

米
・
ユ
ー
ラ
ト
ム
条
約
締
結

英
、
ド
ー
ン
レ
イ
高
速
実
験
炉
、
臨
界

一九
六
〇
年
核
実
験
、
大
気
中
３

【国
内
】
原
子
力
損
害
賠
償
法
、
国
会
提
出
（成
立
は
翌
年
）

原
子
力
保
険
プ
ー
ル
、
発
足

原
子
コ
粟
放
射
線
化
学
専
門
部
会
設
置

原
子
力
展
覧
会
盛
況
、
研
究
炉
運
転
を
展
示
、
天
皇
・皇
后
行
幸
（晴
海
ヽ
五
月
）
同
炉
は
翌
年
近
畿
大

学
に
設
置

原
産
、
国
際
原
子
力
機
関
（‥
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
略
間
的
地
位
を
取
得

原
子
■
条
栞
原
産
、
通
産
省
で
原
子
力
発
電
長
期
計
画
の
検
討
進
む
（お
よ
そ
１０
年
後
に
百
万
ｋ
Ｗ
、
２０

年
後
に
数
百
万
ｋ
Ｗ
）

【海
外
】
仏
、
初
の
核
実
験
（同
年
に
３
回
、
ｈ
型
）

仏
、
濃
縮
工
場
、
重
水
工
場
を
着
工
・運
開
　
．

欧
州
原
子
力
産
業
会
議
連
合
、
発
足

西
独
、
初
の
発
電
実
験
炉
臨
界

一九
六
一年
核
実
験
、
大
気
中
５９
ヽ
地
下
１２
ヽ
計
７‐
回

【国
内
】
晨
林
省
、
放
射
線
育
種
場
、
完
成

近
畿
大
学
、
立
教
大
学
の
研
究
炉
、
臨
界

原
産
、
原
子
力
地
帯
整
備
を
建
議

原
子
力
委
ヽ
放
射
線
廃
棄
物
対
策
、
安
全
審
査
専
門
部
会

核
実
験
へ
の
放
射
線
対
策
本
部
（全
国
の
観
測
網
）

【海
外
】
米
、
発
電
実
験
炉
で
人
身
事
故
、
再
処
理
工
場
で
臨
界
事
故
（若
千
の
被
曝
）

イ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
、
プ
ル
ガ
リ
ア
等
で
研
究
炉
完
成

一九
六
二
年
核
実
験
、
大
気
中
‐１７
ヽ
地
下
６‐
、
計
‐７８
回

【国
内
】
京
都
大
学
研
究
炉
許
可
、
日
立
ｏ東
芝
研
究
炉
完
成

原
電
２
号
炉
牧
賀
に
、
関
電
１
号
炉
美
浜
に
敷
地
決
定

原
子
力
委
ヽ
東
海
村
半
径
１０
ｋ
ｍ
の
地
帯
整
備
地
域
決
定

原
産
、
初
の
原
子
力
産
業
実
態
調
査
（「赤
字
白
書
」
と
発
表
）

【海
外
】
西
独
、
原
子
力
船
着
エ

米
、
原
子
力
貨
客
船
公
開
の
運
転

核
実
験
の
ビ
ー
ク
、
米
８９
回
ソ
連
４‐
回
等

キ
ュ
ー
バ
危
機

一九
六
三
年
核
実
験
、
大
気
中
４
、
地
下
４６
ヽ
計
５０
回

【国
内
】
原
研
労
組
、
Ｊ
Ｒ
Ｒ
２
の
運
転
体
制
で
ス
ト
ラ
イ
キ

原
子
力
船
事
業
団
発
足

Ｆ
‐
‐
‐
‐
‐
ノＦ
ト

初
の
原
子
力
発
電
（原
研
の
発
電
試
験
炉
の
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
、
十
月
二
十
六
日
）

原
子
力
潜
水
艦
の
日
本
書
港
を
政
府
が
原
則
承
認
、
学
者
等
か
ら
安
全
確
認
の
要
求
、
寄
港
反
対
の
動
き

寄
港
艦
船
の
核
装
備
の
有
無
で
論
議
高
ま
る

国
産
動
力
炉
開
発
の
検
討
始
ま
り
（原
子
力
委
専
門
部
会
、
原
研
）、
重
水
型
が
候
補
に

原
産
、
‥
Ａ
Ｅ
Ａ
査
察
問
題
特
別
委
を
設
置

【海
外
】
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
に
米
英
ソ
が
合
意
（日
米
英
ソ
で
調
印
、
十
月
発
効
）

一九
六
四
年
核
実
験
、
大
気
中
１
、
地
下
５９
ヽ
計
６０
回

【国
内
】
原
子
力
の
日
、
十
月
二
十
六
日
に
決
ま
る

菊
地
正
士
氏
、
原
研
理
事
長
を
辞
任
。
原
研
の
性
格
、
労
使
関
係
に
論
議
高
ま
る

原
潜
寄
港
に
安
全
論
議
と
反
対
論
（学
界
に
社
会
党
な
ど
）

原
子
力
委
、
原
潜
寄
港
は
安
全
と
の
見
解
、
政
府
、
寄
港
受
け
入
れ
を
表
明
（野
党
各
党
は
反
発
）

【海
外
】
中
国
、
初
の
核
実
験
（十
月
、
ウ
ラ
ン
型
）

米
ソ
、
地
下
核
実
験
相
次
ぐ
（毎
年
各
１０
〜
２０
回
の
ベ
ー
ス
）

第
二
回
ジ
ュネ
ー
プ
平
和
利
用
会
議
開
催

一九
六
五
年
核
実
験
、
大
気
中
１
、
地
下
”
、
計
５８
回

【国
内
】
原
子
力
第
１
船
の
競
争
入
札
に
総
辞
退
、
の
ち
設
計
変
更
と
予
算
増
額
と
分
割
発
注
ヘ

原
子
力
委
ヽ
動
力
炉
開
発
懇
談
会
の
論
議
進
む
（重
水
炉
、
高
速
増
殖
炉
の
自
力
開
発
と
担
当
の
新
機
関

の
設
立
）

【海
外
】
米
ソ
の
核
拡
散
防
止
条
約
案
を
め
ぐ
り
国
連
論
議
進
む
（
一九
六
七
年
に
共
同
提
案
に
）

一九
六
六
年
核
実
験
、
大
気
中
９
、
地
下
６７
ヽ
計
７６
回

【国
内
】
関
電
。東
電
、
初
の
原
子
力
発
電
の
許
可
申
請

政
府
「核
の
傘
」
見
解
（二
月
）

【海
外
】
仏
、
ラ
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
運
転
開
始

米
、
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
供
給
を
拡
大

一九
六
七
年
核
実
験
、
大
気
中
５
、
地
下
５９
ヽ
計
“
回

【国
内
】
イ
ネ
の
新
品
種
「レ
イ
メ
イ
」
放
射
線
で
誕
生

動
力
炉
・核
燃
料
開
発
事
業
団
（動
燃
）
発
足

第
１
船
「む
つ
」
の
定
係
港
決
ま
る

原
電
東
海
１
号
炉
、
運
転
開
始

【海
外
】
米
ソ
、
核
拡
散
防
止
条
約
（Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
を
共
同
提
案

米
、
初
の
平
和
地
下
核
実
験

一九
六
八
年
核
実
験
、
大
気
中
６
、
地
下
７３
、
計
７９
回

【国
内
】
米
原
潜
、
異
常
放
射
能
事
件
（五
月
、
佐
世
保
）

初
の
脳
腫
瘍
原
子
炉
治
療
（日
立
炉
、
八
月
）

日
米
、
日
英
の
新
協
定
〈査
察
等
の
追
加
、
七
月
ヽ
十
月
）

原
産
第
１
回
年
次
大
会
（二
月
）



東
海
再
処
理
工
場
に
建
設
反
対
、
茨
城
県
漁
連
な
ど

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
（全
原
協
）
発
足

原
子
力
委
、
原
潜
放
射
能
調
査
に
。
人
港
中
一次
冷
却
水
の
不
放
出
の
日
米
覚
書

一部
の
軍
港
で
海
底
に
微
量
の
コ
パ
ル
ト
６０
検
出

【海
外
】
国
連
総
会
Ｎ
Ｐ
Ｔ
可
決
、
８０
ヵ
国
調
印

米
原
産
、
学
界
と
共
催
で
第
１
回
年
次
大
会

一九
六
九
年
核
実
験
、
大
気
中
１
、
地
下
“
、
計
６７
回

【田
油
】
「む
つ
」
進
水
（皇
太
子
、
同
妃
殿
下
臨
席
、
六
月
）

爾
日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
発
足

「非
核
三
原
則
」
堅
持
の
声
明
（佐
藤
総
理
）

一九
七
〇
年
核
実
験
、
大
気
中
９
、
地
下
５５
、
計
“
回

【国
内
】
原
子
力
発
電
所
の
運
開
・申
請
（中
国
、
中
部
、
九
州
の
各
電
力
）

高
速
実
験
炉
「常
陽
」
着
エ

ウ
ラ
ン
濃
縮
研
究
計
画
、
軌
道
に
乗
る

ァ
フ
リ
カ
ｏ
ニ
ジ
ェ
ー
ル
ロ
で
の
ウ
ラ
ン
鉱
共
同
開
発
を
担
当
の

と
三
国
で

【海
外
】
Ｎ
Ｐ
Ｔ
発
効

欧
州
三
日
（独
英
蘭
）
共
同
の
濃
縮
工
場
設
立

一九
七
一年
核
実
験
、
大
気
中
６
、
地
下
４７
ヽ
計
５３
回

【国
内
】
東
海
再
処
理
工
場
、
建
設
認
可

全
原
協
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
問
題
で
科
学
技
術
庁
に
申
し
入
れ

原
産
、
核
分
裂
生
成
物
等
総
合
対
策
懇
談
会
を
設
置
、
２
年
後
廃
棄
物
の
群
分
離
、
消
滅
処
理
な
ど
を

提
案

「温
水
養
魚
開
発
協
会
」
（水
産
庁
認
可
）
設
立
、
東
海
村
に
初
の
原
発
温
排
水
利
用
の
養
魚
場

【海
外
】
米
、
濃
縮
技
術
の
海
外
へ
の
提
供
方
針
を
発
表

米
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
作
動
実
験
の
不
成
功
を
発
表

一九
七
一一年
槙
実
験
、
大
気
中
６
、
地
下
詢
、
計
５７
回

【国
内
】
日
仏
原
子
力
協
定
、
締
結

照
射
じ
ゃ
が
い
も
、
認
可
（北
海
道
士
幌
農
協
）

【海
外
】
米
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
原
発
住
民
投
票
（容
認
が
多
数
、
以
後
の
数
十
回
も
同
結
果
）

国
連
人
権
環
境
会
議
第
１
回
（捕
鯨
問
題
の
は
し
り
）

一九
七
三
年
核
実
験
、
大
気
中
７
、
地
下
４‐
、
計
４８
回

【国
内
】
初
の
訪
ソ
調
査
団
（土
光
団
長
、
原
産
）

科
学
技
術
庁
内
に
安
全
資
料
公
開
室
設
置

「む
つ
」
出
力
上
昇
試
験
の
延
期

原
産
、
中
立
的
機
関
に
体
制
改
革
、
有
澤
廣
巳
氏
会
長
に

「海
外
ウ
ラ
ン
佛
」
発
足
、
フ
ラ
ン
ス

【海げ一請暴Ｆ薦朧麟帥貯は料琳製造も）ＥＮ３５０運開

第
一次
石
油
危
機

．羮
鐸
け斜
貯絆
静

醐
野

電

螺

団
体
議

貪

舅

覆

８

暑

）

仏
か
ら
初
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
輸
入

【海
外
】
イ
ン
ド
、
核
実
験
、
五
月

・をＬ肝鶏占硫
（‐ＥＡ）翌

【国
内
ず
糊
籍
勘
断
敬
懇
談
会
（有
澤
座
長
）、
原
発
事
故
続
発
、
社
会
批
判
を
受
け
、
首
相
の
諮
問
機
関
と
し

科
技
庁
に
原
子
力
安
全
局
新
設

【海
外
】
米
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
等
の
故
障
相
次
ぐ

一九
七
六
年
核
実
験
、
大
気
中
３
、
地
下
４８
ヽ
計
５‐
回

【国
内
】
Ｎ
Ｐ
Ｔ
批
准
（７０
番
目
の
国
）

原
子
力
工
学
試
験
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
・
男
足

一九
七
七
年
核
実
験
、
大
気
中
１
、
地
下
５３
、
計
５４
回

【国
内
】
「常
陽
」
臨
界

日
米
再
処
理
交
渉
妥
結
し
、
東
海
工
場
試
運
転
に

【海
外
】
米
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
禁
上
に
政
策
を
大
転
換
（カ
ー
タ
ー
新
大
統
領
）

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
を
事
務
局
に
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｅ
（国
政
核
燃
料
リ
サ
イ
ク
ル
評
価
計
画
）
の
作
業
開
始

一九
七
八
年
核
実
験
、
大
気
中
２
、
地
下
６４
、
計
６６
回

【国
内
】
原
子
力
安
全
委
員
会
、
発
足
（行
政
懇
の
結
果
）

新
型
転
換
炉
原
型
炉
「ふ
げ
ん
」
完
成
（プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
）

原
子
力
発
電
１
０
０
０
万
ｋ
Ｗ
台
に

【海
外
】
米
、
二
固
間
協
定
の
内
容
強
化
に
乗
り
出
す
（再
処
理
の
事
前
同
意
な
ど
）

一九
七
九
年
核
実
験
、
大
気
中
１
、
地
下
”
、
計
５８
回

【国
内
】
ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
・プ
ラ
ン
ト
、
運
転

Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
炉
（カ
ナ
ダ
炉
）
導
入
問
題
（電
発
の
提
案
）

【海
外
】
米
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故
（二
月
二
十
八
日
）

第
二
次
石
油
危
機

一九
八
〇
年
核
実
験
、
大
気
中
１
、
地
下
５３
ヽ
計
５４
回

【国
内
】
原
燃
サ
ー
ビ
ス
榊
発
足
（再
処
理
等
）



一次
、
二
次
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

【海
外
】
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
国
民
投
票
（原
子
力
発
電
所
発
注
済
含
め
１２
基
に
止
め
、
３
年
で
廃
上
を
検
討
）

一九
八
一年
核
実
験
、
地
下
５０

【国
内
】
「動
燃
東
海
」
処
理
工
場
、
米
か
ら
の
処
理
枠
内
で
の
本
格
操
業

敦
賀
原
発
、
海
中
で
の
微
量
放
射
能
検
出
で
社
会
的
波
紋

「む
つ
」
の
新
母
港
、
青
森
県
関
根
浜
に
決
ま
る

【海
外
】

米
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
政
策
を
若
干
修
正

仏
社
会
党
政
権
、
原
子
力
積
極
推
進
政
策
を
踏
襲

核
戦
争
防
止
医
師
会
議
（Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
初
会
合

核
実
験
、
米
ソ
仏
各
１０
〜
２０
回
、
地
下
で

一九
八
二
年
核
実
験
、
地
下
４９

【国
内
】
高
速
増
殖
炉
原
型
炉
「も
ん
じ
ゅ
」
建
設
、
閣
議
了
解

原
子
力
発
電
、
全
発
電
量
の
２
割
を
超
え
る

ウ
ラ
ン
濃
縮
パ
イ
ロ
ッ
ト
・プ
ラ
ン
ト
完
成

原
産
、
国
連
軍
縮
総
会
に
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

【海
外
】
米
、
第
二
者
損
害
賠
償
法
改
正
（国
家
補
償
を
削
除
）

米
、
放
射
性
廃
棄
物
政
策
法
成
立
（１
ミ
ル
／
ｋ
Ｗ
ｈ
で
使
用
済
燃
料
を
政
府
が
引
き
取
り
）

英
、
初
の
軽
水
炉
計
画
具
体
化

一九
八
三
年
核
実
験
、
地
下
ＳＳ

【国
内
】
開
発
途
上
国
へ
の
協
力
体
制
作
り
始
ま
る
（原
産
国
際
協
カ
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
委
の
検
討
会
）

「常
陽
」
１０
万
ｋ
Ｗ
に
（出
力
倍
増
）

「む
つ
」
新
母
港
関
根
浜
に
決
定

原
子
力
産
業
、
よ
う
や
く
累
積
で
黒
字
に

マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
か
ら
廃
棄
物
処
分
で
協
力
提
案
の
打
診

【海
外
】
中
国
、
‥
Ａ
Ｅ
Ａ
に
加
盟

米
、
高
速
原
型
炉
の
計
画
中
止

欧
州
共
同
核
融
合
実
験
装
置
Ｊ
Ｅ
Ｔ
完
成

一九
八
四
年
核
実
験
、
地
下
５７

【国
内
】
原
研
、
核
融
合
実
験
装
置
Ｊ
Ｔ
６０
完
成

核
燃
料
リ
サ
イ
ク
ル
三
施
設
（再
処
理
、
濃
縮
、
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
分
）
計
画
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
で

具
体
化

動
燃
、
高
レ
ベ
ル
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
候
補
地
に
北
海
道
幌
延
町
（翌
年
の
知
事
交
代
で
難
航
）

仏
か
ら
初
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
返
還
輸
送
（東
京
港
か
ら
東
海
へ
陸
上
）

社
会
党
、
既
存
の
原
発
を
容
認
へ
方
針
転
換

【海
外
】
ソ
連
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
受
け
入
れ
ヘ

一九
八
五
年
核
実
験
、
地
下
３６

【国
内
】
日
中
原
子
力
協
力
協
定
綱
印

「も
ん
じ
ゅ
」
着
エ

六
ヶ
所
村
計
画
の
地
元
受
け
入
れ
最
終
決
定

【海
外
】
仏
中
、
広
東
原
発
建
設
で
調
印

ソ
連
、
核
融
合
発
電
実
験
炉
の
国
際
共
同
建
設
提
案

イ
ン
ド
、
高
速
実
験
炉
臨
界
（電
気
出
カ
ー
・５
万
ｋ
Ｗ
）

仏
、
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
臨
界
（
一月
）

一九
八
六
年
核
実
験
、
地
下
”

【国
内
】
原
発
設
備
利
用
率
、
過
去
最
高
に

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
輸
入
食
品
の
放
射
能
安
全
に
関
心
高
ま
る

原
研
、
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
（１
・５
万
ｋ
Ｗ
、
２０
年
）
解
体
着
手

【海
外
】
ソ
連
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
４
号
炉
で
史
上
最
悪
事
故
発
生
、
世
界
に
衝
撃

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
等
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
真
因
、
解
析
の
会
議
な
ど
次
々
に

一九
八
七
年
核
実
験
、
地
下
４７

【国
内
】
安
全
委
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
最
終
報
告
、
緊
急
の
教
訓
は
な
し
と

日
米
新
協
定
（再
処
理
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
・移
動
な
ど
の
事
前
同
意
と
既
計
画
に
対
す
る
包
括
同
意
）

調
印

【海
外
】
‥
Ａ
Ｅ
Ａ
、
国
際
熱
核
実
験
炉
（Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
設
計
で
合
意

世
界
の
原
子
力
発
電
３
億
ｋ
Ｗ
に

一九
八
八
年
核
実
験
、
地
下
４０

【国
内
】
伊
方
２
号
機
の
出
力
調
整
試
験
運
転
を
契
機
に
、広
瀬
隆
氏
ら
原
子
力
発
電
の
危
険
性
を
、
一般
市
民

に
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

原
子
力
発
電
の
安
全
性
の
理
解
を
求
め
、
政
府
・民
間
の
活
動
拡
大
。
主
婦
層
を
中
心
に
講
師
派
遣
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
化

【海
外
】
世
界
原
子
力
発
電
事
業
者
協
会
（Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
）、
ソ
連
を
含
め
準
備
（正
式
設
立
は
翌
年
６
月
、
そ
ス

ク
ワ
で
）

一九
八
九
年
核
実
験
、
地
下
”

【国
内
】
原
燃
設
備
計
画
（青
森
県
六
ヶ
所
村
）
の
具
体
化
進
む
（濃
縮
の
着
工
、
再
処
理
の
設
置
申
請
な
ど
）

原
産
、「核
軍
縮
懇
」
で
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
へ
の
海
外
か
ら
の
関
心
と
５
年
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
延
長
問

題
を
視
野
に
検
討

福
島
第
２
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（ポ
ン
プ
破
損
）
時
の
停
止
遅
延
に
社
会
的
懸
念

【海
外
】
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
心
高
ま
る
（ア
ル
シ
ュ
・サ
ミ
ッ
ト
等
）

一九
九
〇
年
核
実
験
、
地
下
１８

【国
内
】
原
子
力
委
、
初
の
ア
ジ
ア
地
域
協
力
国
際
会
議
開
催

原
産
大
会
、
京
都
で
大
前
研
一氏
を
準
備
委
員
長
に
開
催
、
反
対
者
も
部
分
参
加

「む
つ
」点
検
終
え
、
建
遺
後
２０
年
振
り
つ
実
験
航
海
、
そ
の
後
１
万
海
里
余
の
公
海
航
行
と
各
種
試
験
を



施
行

青
森
の
低
レ
ベ
ル
処
分
施
設
に
も
着
エ

原
研
の
高
温
工
学
試
験
研
究
炉
、
設
置
許
可

【海
外
】
世
界
の
原
子
力
発
電
所
４
０
０
基
を
超
え
る

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
・Ｎ
Ｅ
Ａ
、
国
際
事
故
尺
度
の
試
験
的
運
用
を
開
始

中
国
、
初
の
国
産
の
原
子
力
発
電
所
（秦
山
）
完
成

ソ
連
、
初
の
（国
際
）
原
子
力
学
会
を
開
催

一九
九
一年
核
実
験
、
地
下
１４

【国
内
】
青
森
県
知
事
北
村
氏
四
選
、
原
燃
計
画
へ
の
県
民
合
意
進
む

美
浜
二
号
機
蒸
気
発
生
器
の
細
管
が
破
質

日
本
初
の
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
（Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
作
動

原
燃
三
計
画
（濃
縮
、
再
処
理
、
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
）
と
も
軌
道
に

青
森
県
、
核
燃
料
税
を
創
設

【海
外
】
中
東
湾
岸
戦
争
勃
発
（
一月
）、
イ
ラ
ク
の
核
兵
器
製
造
疑
惑
、‥
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
強
化
検
討
始
め
る

南
ア
フ
リ
カ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
加
盟
、
核
兵
器
計
画
を
放
棄

一九
九
二
年
核
実
験
、
地
下
８

【国
内
】
原
燃
三
社
（原
燃
サ
ー
ビ
ス
、
原
燃
産
業
）
「日
本
原
燃
」
に
統
合
。
本
社
を
青
森
に
設
置

仏
か
ら
の
返
還
ブ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
日
本
向
け
出
航
、海
外
か
ら
の
懸
念
に
対
応
（翌
年
一月
に
無
事
到
着
）

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・廃
棄
物
の
Ｐ
Ａ
活
発
化
（フ
オ
ー
ラ
ム
、
講
師
派
遣
に
国
際
シ
ン
ポ
な
ど
）

【海
外
】
中
・仏
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
加
盟

仏
、
放
射
性
廃
棄
物
法
成
立
、
地
下
研
究
所
計
画
が
具
体
化

北
朝
鮮
、
‥
Ａ
Ｅ
Ａ
と
の
査
察
協
定
、
そ
の
後
核
兵
器
疑
惑
に
査
察
不
協
力
で
大
き
な
国
際
問
題
に

一九
九
二
年
核
実
験
、
地
下
１

【国
内
】
旧
ソ
連
の
日
本
海
等
へ
の
放
射
性
廃
液
の
投
楽
明
る
み
に

電
力
界
、
高
速
増
殖
実
証
炉
の
炉
型
を
新
規
の
ト
ップ
ｏ
エ
ン
ト
リ
に

初
の
非
自
民
政
権
誕
生
、
原
子
力
基
本
政
策
は
継
承
（八
月
）

賛
否
共
催
の
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「今
何
故
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
か
」
（原
産
と
原
子
力
資
料
情
報
童
、
大
阪
で

斉

）

【海
外
】
世
界
の
原
子
力
発
電
４
２
０
基
に

一九
九
四
年
核
実
験
、
地
下
２

【国
内
】
動
燃
、
「も
ん
じ
ゅ
」
初
臨
界
（四
月
）

原
子
力
委
、
通
産
な
ど
政
府
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
を
明
確
化
（公
開
、
余
剰
を
持
た
ず
、
国
際
管

理
に
積
極
提
案
等
）

原
産
年
次
大
会
（第
二
七
回
）広
島
で
開
催
（核
兵
器
廃
絶
の
展
望
な
き
Ｎ
Ｐ
Ｔ
無
期
限
延
長
は
問
題
、原

爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産
に
等
の
『広
島
ア
ピ
ー
ル
」
を
開
会
式
で
発
表
）

【海
外
】
英
仏
、
そ
れ
ぞ
れ
大
型
再
処
理
施
設
を
運
開

中
国
、
初
の
原
子
力
発
電
（国
産
３０
万
ｋ
Ｗ
、
仏
か
ら
の
輸
入
９０
ｋ
Ｗ
２
基
）
を
完
成

1/

‥
Ａ
Ｅ
Ａ
原
子
力
安
全
条
約
、
総
会
で
採
択

仏
、
ス
ー
パ
ー
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
四
年
ぶ
り
に
再
開
（プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
焼
研
究
等
を
役
割
を
付
加
し
）

一九
九
五
年
核
実
験
、
地
下
７

【国
内
】
阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件

返
還
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
輸
送
船
、
仏
か
ら
青
森
に
入
港

電
源
開
発
い
担
当
の
新
型
転
換
炉
実
証
炉
、
電
力
界
の
要
請
で
中
止

政
府
で
ア
ジ
ア
原
子
力
発
電
協
力
方
策
の
検
討
始
ま
る

「も
ん
じ
ゅ
」
二
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
（対
応
の
拙
さ
と
各
種
の
思
惑
か
ら
一気
に
「事
件
」
化
）

【海
外
】
北
朝
鮮
の
核
計
画
停
止
と
引
き
換
え
に
軽
水
炉
発
電
所
供
与
す
る
と
い
う
妥
協
案
が
具
体
化

Ｎ
Ｐ
Ｔ
延
長
会
餞
、
無
期
限
延
長
を
採
択

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
を
前
に
仏
、
中
が
駆
け
込
み
核
実
験

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
理
事
会
中
間
設
計
書
を
採
択
、
八
千
億
円
の
建
設
費

一九
九
六
年
核
実
験
、
地
下
３

【国
内
】
円
卓
会
議
な
ど

珠
洲
市
長
選
推
進
派
当
選
、
巻
町
住
民
投
票
、
反
対
派
勝
利

衆
議
院
議
員
総
選
挙

【海
外
】
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
難
航


